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卒業証書には「中学校の過程を修了したことを証する」という、わずか１７文字が記されてあるだけ

です。しかし、そこには、皆さんが三カ年にわたる中学校生活で得たもの全てが凝縮されています。

立派に成長した心とからだ、たくましく健やかに伸びようとした努力、汗や涙を流して厳しい練習を続

けた部活動など、全ての足跡がこの一枚の証書に収められているのです。したがって、わずか１７文字

ですが、とてもとても重みのある証書なのです。また、三年間のさまざまな思い出も、１７文字をじっ

と見つめるうちに、次から次へと浮かんでくるのではないでしょうか。皆さんは、それを心の糧として、

新しい未来へと船出していってください。

これからは、青春時代のまっただ中に突入し、嵐や荒波を乗り越えて行かなければなりません。加えて

この時期は、人生の中でもっともエネルギッシュであり、底知れぬ可能性を秘めた時期でもあります。

それだけに、悩みや苦しみも多いと思います。さらに、善と悪、

この二つの心の葛藤を繰り返す不安定な時期ともいえます。ですか

ら、卒業生の皆さんには、どうか自分自身をしっかりと見つめ、自

らの行動に責任を持ち、たくましく成長していってほしいと願って

います。校章の三匹の蛍の光に当たる「創造」「根気」「協力」の

校訓のもと、夢をふくらませ、大きくたくましく成長され、

夢の実現を目指し、大いに羽ばたき活躍されることを

お祈りしています。さようなら。

よろしく先輩！！ 【同窓会入会式】
Ｈ会長様、Ｔ副会長様のご臨席を賜り、昨日無事入会を果たしました。

生徒代表のＨさんからは、「神中卒業生であることを誇りとし、地域のために有意な人間に

なれるよう、また、同窓生の名に恥じぬよう生きていきたい」との誓いの言葉がありました。皆さんの

ことは、全ての神中同窓生の方々が応援してくださることでしょう。いつもいつまでも「神中」を心の

礎に人生を力強く歩んでいってください。
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○心通い合う最高の時間でした。各部が卒業生に喜んでもらおうと工夫を凝らした精一杯のパフォ

ーマンスを展開してくれました。そして、企画運営をしてくれた執行部の皆さんにもお礼を言いたいと

思います。先輩・後輩、学年の隔てなく「和気藹々」と楽しく過ごせる神中のよさをあらためて感じた

楽しいひとときでした。 アリガトウ Ｈｅａｒｔ学年！！
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